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静

永

　

健

白
楽
天
「
江
南
遇
天
宝
楽
叟
」
詩
は
何
時
詠
ま
れ
た
か

『
白
氏
文
集
』
第
十
二
巻
の
第
五
首
、
花
房
氏
作
品
番
号（
１
（〇
五
八
二
の
作
品
は
、
白
楽
天
が
遭
遇
し
た
あ
る

0

0

人
物
と
、
そ
の
者
の
語
り

に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
七
言
全
三
十
二
句
の
歌
行
体
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
内
で
は
随
時
「
遇
楽
叟
詩
」
と
略
称
す
る
）。

 
 

江
南
遇
天
寶
樂
叟
　
　
江
南
に
て
天
宝
の
楽
叟
に
遇
ふ
　
　
　
白
居
易

白
頭
病
叟
泣
且
言
　
　
白
頭
の
病
叟
　
泣
き
且
つ
言か
た

る
。

祿
山
未
亂
入
梨
園
　
　
禄
山
の
未
だ
乱ら
ん

せ
ざ
る
と
き
　
梨
園
に
入
り
、

能
彈
琵
琶
和
法
曲
　
　
能よ

く
琵
琶
を
弾
き
て
法
曲
に
和
し
、

多
在
華
清
隨
至
尊
　
　
多し
ば
しば
華
清
に
在
り
て
至
尊
に
随し
た
がへ
り
。

是
時
天
下
太
平
久
　
　
是
の
時
　
天
下
は
太
平
な
る
こ
と
久
し
く
、

年
年
十
月
坐
朝
元
　
　
年
年
十
月
　
朝
元
に
坐
せ
ば
、

千
官
起
居
環
珮
合
　
　
千
官
は
起
居
し
て
　
環
珮
合
し
、

萬
國
會
同
車
馬
奔
　
　
万
国
は
会
同
し
て
　
車
馬
奔は
し

る
。

金
鈿
照
耀
石
甕
寺
　
　
金
鈿
照
耀
す
　
石せ
き

甕お
う

の
寺
、

蘭
麝
熏
煮
温
湯
源
　
　
蘭
麝
熏
煮
す
　
温
湯
の
源
。

貴
妃
宛
轉
侍
君
側
　
　
貴
妃
は
宛
轉
と
し
て
君
側
に
侍
し
、
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體
弱
不
勝
珠
翠
繁
　
　
体
弱
く
　
珠
翠
の
繁し
げ

き
に
勝た

へ
ざ
る
が
ご
と
し
。

冬
雪
飄
颻
錦
袍
煖
　
　
冬
雪
飄ひ
ょ
う
よ
う颻と
し
て
錦
袍
煖あ
た
たか
に
、

春
風
蕩
漾
霓
裳
翻
　
　
春
風
蕩と
う

漾よ
う

と
し
て
霓
裳
翻
へ
る
。

歡
娯
未
足
燕
寇
至
　
　
歓
娯
未
だ
足
ら
ざ
る
に
燕
寇
至
り
、

弓
勁
馬
肥
胡
語
喧
　
　
弓
勁つ
よ

く
　
馬
肥
え
　
胡
語
喧
か
ま
び
すし
。

豳
土
人
遷
避
夷
狄
　
　
豳
土
よ
り
人
遷う
つ

り
て
　
夷
狄
を
避
け
、

鼎
湖
龍
去
哭
軒
轅
　
　
鼎
湖
に
龍
去
り
て
　
軒
轅
に
哭
す
。

從
此
漂
淪
到
南
土
　
　
此
れ
よ
り
漂
淪
し
て
南
土
に
到
り
、

萬
人
死
盡
一
身
存
　
　
万
人
死
に
尽た

え
　
一
身
存
す
。

秋
風
江
上
浪
無
限
　
　
秋
の
風
ふ
く
江
上
に
　
浪
は
限
り
無
く
、

暮
雨
舟
中
酒
一
樽
　
　
暮
の
雨
ふ
る
舟
中
に
　
酒
一
樽
。

涸
魚
久
失
風
波
勢
　
　
涸
魚
の
ご
と
く
　
久
し
く
風
波
の
勢
を
失
へ
り
、

枯
草
曾
沾
雨
露
恩
　
　
枯
草
も
　
曾か
つ

て
は
雨
露
の
恩
に
沾う
る
ほひ
た
り
し
が
。

我
自
秦
來
君
莫
問
　
　
我
は
秦
よ
り
来
た
る
　
君
　
問
ふ
莫
か
れ
、

驪
山
渭
水
如
荒
村
　
　
驪
山
　
渭
水
　
荒
れ
た
る
村
の
如
し
。

新
豐
樹
老
籠
明
月
　
　
新
豊
の
樹
は
老
い
て
　
明
月
を
籠
め
、

長
生
殿
暗
鎖
黄
昏
　
　
長
生
殿
は
暗
く
し
て
　
黄
昏
に
鎖と
ざ

さ
る
。

紅
葉
紛
紛
蓋
欹
瓦
　
　
紅
葉
は
紛
紛
と
し
て
　
欹
瓦
を
蓋お
ほ

ひ
、

綠
苔
重
重
封
壞
垣
　
　
緑
苔
は
重
重
と
し
て
　
壊
垣
を
封
す
。

唯
有
中
官
作
宮
使
　
　
唯
だ
有
り
　
中
官
の
宮
使
と
作な

り
て
、

毎
年
寒
食
一
開
門
　
　
毎
年
の
寒
食
に
　
一
た
び
門
を
開
く
を
。

 
︹『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
、
作
品
番
号
〇
五
八
二
︺
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従
来
こ
の
詩
は
白
氏
江
州
司
馬
左
遷
中
の
作
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
日
本
の
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
一
九
六

〇
年
初
版
、
本
稿
注
（
１
）
参
照
）
は
、
巻
末
の
「
綜
合
作
品
表
」
五
二
〇
頁
に
「
元
和
十
一
～
十
三
年（
２
（、
江
州
」
と
表
示
す
る
。
ま

た
こ
の
見
方
は
中
国
に
お
い
て
も
同
様
で
、
王
汝
弼
『
白
居
易
選
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
そ
の
一
六
四
～
一
六
七

頁
）
の
ほ
か
、
朱
金
城
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
そ
の
第
二
冊
六
三
二
頁
）、
そ
し
て
最
新
刊
の
謝
思

煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
、
そ
の
第
二
冊
九
〇
六
頁
）
な
ど
管
見
の
限
り
全
て
の
注
釈
が
こ
れ
を
踏
襲
し
、

異
議
を
と
な
え
る
者
は
無
い
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
本
当
に
江
州
で
詠
ま
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
詩
題
に
は
「
江
南
」
の

二
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
姓
名
は
も
と
よ
り
年
齢
す
ら
よ
く
判
ら
な
い
こ
の
「
天
宝
の
楽
叟
」
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
考
え
を

め
ぐ
ら
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
、
本
稿
を
草
し
た
所
以
で
あ
る
。

一　

白
楽
天
何
時
詠
此
詩
？

ま
ず
は
白
氏
の
経
歴
に
沿
っ
て
、
彼
が
こ
の
詩
を
詠
む
可
能
性
の
あ
る
時
期
を
全
て
列
挙
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
次
の
四
期
と
な
る
。

（
Ａ
）
貞
元
二
年
（
七
八
六
）。
白
氏
数
え
十
五
歳
。
と
き
に
彼
は
藩
鎮
の
争
乱
を
避
け
て
南
方
に
避
難
し
、
初
め
て
蘇
州
、
杭
州
を

遊
歴
し
て
い
る
。
現
在
、
白
楽
天
の
最
も
初
期
の
作
品
群
は
『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
に
配
さ
れ
る
が
、
就
中
そ
の
第
一
作
と
思
し
い
も

の
に
「
江
南

0

0

に
て
北
客
を
送
り
、
因
り
て
憑こ
と
づけ
て
徐
州
の
兄
弟
に
書
を
寄
す
」
詩
（
作
品
番
号
〇
六
七
〇
）
が
あ
る
。
詩
型
は
七
言
絶

句
。
こ
こ
に
言
う
「
江
南
」
が
具
体
的
に
何
処
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
蘇
州
も
し
く
は
杭
州
周
辺
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
こ
の
時
期
、
果
た
し
て
「
天
宝
の
楽
叟0

」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
老
人
が
彼
の
目
前
に
現
れ
た
か
ど
う
か
に
は
大
い
に
疑
問
が
残
る
。

そ
れ
は
仮
に
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
生
ま
れ
の
人
物
を
想
定
し
て
も
、
当
時
数
え
四
十
五
歳
で
あ
り
、
い
ま
だ
時
期
尚
早
と
言
う
べ
き

で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（
Ｂ
）
元
和
十
年
（
八
一
五
）
～
十
四
年
。
白
氏
四
十
四
歳
よ
り
四
十
八
歳
。
冒
頭
の
花
房
氏
以
下
全
て
の
先
行
研
究
が
こ
の
時
期
に

定
め
て
い
る
。
現
在
は
江
西
省
に
属
す
る
江
州
を
「
江
南
」
と
称
し
て
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
九
所
収
の
「
新
秋
夕
」

詩
（
作
品
番
号
〇
四
四
二
）
第
五
句
に
「
其
れ
江
南

0

0

の
夜
を
奈い
か
んせ
ん
（
其
奈
江
南
夜
）」
と
あ
る
の
で
問
題
は
無
い
。
ま
た
元
和
十
年
と
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も
な
れ
ば
、
天
宝
元
年
生
ま
れ
の
人
物
も
す
で
に
数
え
七
十
四
歳
と
な
っ
て
い
る
。

（
Ｃ
）
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
～
四
年
。
白
氏
五
十
一
歳
よ
り
五
十
三
歳
。
中
央
官
僚
で
あ
っ
た
彼
が
一
転
し
て
杭
州
刺
史
に
出
さ
れ

た
時
期
で
あ
る
。
従
来
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
期
間
で
は
あ
る
が
、「
江
南
」
の
語
義
に
従
え
ば
、
そ
の
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。

白
楽
天
が
杭
州
を
「
江
南
」
と
称
し
た
例
を
一
つ
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
所
収
の
七
言
律
詩
「
早
冬
」
詩
（
作
品

番
号
一
三
八
六
）
冒
頭
に
「
十
月
の
江
南

0

0

天
気
好
し
」
と
。
な
お
天
宝
元
年
生
ま
れ
の
人
物
は
、
は
や
数
え
八
十
一
歳
を
迎
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

（
Ｄ
）
宝
暦
元
年
（
八
二
五
）
～
二
年
。
白
氏
五
十
四
歳
よ
り
五
十
五
歳
。
蘇
州
刺
史
赴
任
時
代（
３
（で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
蘇
州
も

「
江
南
」
と
称
す
る
に
足
る
そ
の
中
心
地
の
一
つ
。『
白
氏
後
集
』
巻
五
十
一
の
「
郡
斎
の
旬
暇
に
宴
を
命
じ
座
客
に
呈
し
郡
僚
に
示
す
」

詩
（
作
品
番
号
二
一
九
四
）
第
十
九
～
二
十
句
「
風
流
な
る
呉
中
の
客
、
佳
麗
な
る
江
南

0

0

の
人
」
が
そ
の
一
例
と
な
る
。
ま
た
天
宝
元

年
生
ま
れ
の
人
物
は
八
十
四
歳
を
迎
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
白
居
易
が
「
江
南
」
に
お
い
て
天
宝
時
代
の
生
き
残
り
で
あ
る
楽
叟
に
遭
遇
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
可
能
性
の

程
度
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
都
合
（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
四
つ
の
時
期
を
論
述
の
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

二　

白
楽
天
何
処
詠
此
詩
？

で
は
次
に
、
同
じ
問
い
を
今
度
は
地
域
（
江
南
）
に
重
点
を
お
い
て
、
考
察
し
て
み
よ
う
。

た
だ
し
そ
の
前
に
、
白
居
易
が
天
宝
時
代
の
長
安
を
知
る
老
人
に
遭
遇
し
た
と
い
う
事
件
は
、
も
う
一
つ
別
な
場
所
で
も
起
き
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

（
Ｅ
）
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
～
十
五
年
。
白
氏
四
十
八
歳
よ
り
四
十
九
歳
。
四
川
の
忠
州
刺
史（
４
（に
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

 
 

贈
康
叟
　
　
　
　
　
　
康
叟
に
贈
る

八
十
秦
翁
老
不
歸
　
　
八
十
の
秦
翁
（
＝
康
叟
）　
老
い
て
帰
ら
ず
、

′
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南
賓
太
守
乞
寒
衣
　
　
南
賓
の
太
守
（
＝
白
居
易
）
寒
衣
を
乞あ
た

ふ
。

再
三
憐
汝
非
他
意
　
　
再
三
　
汝
を
憐
れ
む
は
　
他
意
に
非
ず
、

天
寶
遺
民
見
漸
稀
　
　
天
宝
の
遺
民
　
見
る
こ
と
漸
く
稀ま
れ

な
れ
ば
な
り
。

 

︹『
白
氏
文
集
』
巻
十
八
、
作
品
番
号
一
一
一
二
︺

こ
の
詩
に
登
場
す
る
康
叟
は
、
か
つ
て
秦
（
長
安
）
で
生
ま
れ
育
っ
た
老
人
で
あ
り
、
故
あ
っ
て
（
恐
ら
く
は
安
史
の
兵
乱
の
た
め

に
）
こ
の
長
江
中
流
の
鄙
地
に
身
を
寄
せ
、
今
に
至
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
白
楽
天
が
こ
の
よ
う
な
盛
唐
の
息
吹
き
を
伝
え
る
人

や
事
物
に
対
し
、
強
い
憧
憬
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実（
５
（で
あ
る
が
、
そ
こ
で
い
よ
い
よ
気
懸
か
り
な
の
は
、
白
氏
が
こ

の
康
叟
に
出
会
う
僅
か
二
～
三
年
前
に
、
先
述
（
Ｂ
）
の
通
り
江
州
で
も
同
様
の
老
人
に
出
会
っ
た
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
に
は

こ
の
重
複
を
ど
う
し
て
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
素
朴
な
疑
念
が
あ
る
。
し
か
も
右
の
贈
康
叟
詩
は
云
う
。「
天
宝
の
遺
民
が

（
ち
か
ご
ろ
は
）
見
る
こ
と
漸
く
稀
」
に
な
っ
た
と
。

さ
て
、
こ
れ
も
周
知
の
事
柄
に
属
す
る
だ
ろ
う
が
、
白
楽
天
の
遇
楽
叟
詩
は
杜
甫
の
七
言
絶
句
「
江
南
に
て
李
亀
年
に
逢
ふ
」
に
対

す
る
尊オ
マ
ー
ジ
ュ崇と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
は
大
暦
五
年
（
七
七
〇
）
春
、
潭
州
（
現
在
の
湖
南
省
湘
潭
市
）
で
詠
ま
れ
た

と
す
る
の
が
、
清
初
の
朱
鶴
齢
、
そ
し
て
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
巻
二
十
三
）
以
来
の
定
説
で
あ
る
が
、
白
楽
天
の
詩
が
杜
詩
に
触
発

さ
れ
て
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
（
こ
れ
は
疑
う
餘
地
は
無
い
）、
そ
の
楽
叟
と
の
会
面
の
地
は
、
た
だ
に
江
州
の
み
に
絞
り
込
む
必
要
は

無
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
再
び
冒
頭
の
遇
楽
叟
詩
本
文
に
戻
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
詩
の
全
三
十
二
句
に
描
か

れ
て
い
る
殆
ん
ど
の
部
分
は
、
現
地
で
あ
る
「
江
南
」
で
は
な
く
、
長
安
東
郊
の
華
清
宮
で
あ
る
（
第
二
句
か
ら
十
四
句
ま
で
が
楽
叟

に
よ
る
天
宝
時
代
の
回
顧
、
そ
し
て
第
二
十
六
句
か
ら
結
尾
三
十
二
句
ま
で
が
「
我
」
が
語
る
現
在
の
荒
廃
し
た
そ
れ
）。
ち
な
み
に
前

章
で
列
挙
し
た
四
つ
の
推
定
製
作
時
期
の
う
ち
、
最
初
の
（
Ａ
）
白
氏
十
五
歳
説
は
こ
こ
に
完
全
に
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
少
年

白
楽
天
は
ま
だ
長
安
に
行
っ
た
こ
と
は
無
く
、
当
然
な
が
ら
華
清
宮
の
内
部
や
毎
年
春
の
寒
食
節
に
宮
使
が
奉
幣
す
る
等
の
細
か
な
行

事
日
程
を
知
る
由
も
無
い
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
白
楽
天
の
作
品
、
特
に
そ
の
後
半
生
の
『
白
氏
後
集
』
の
作
品
群
に
も
目
を
配
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
詠
わ
れ
る
「
江
南
」
は

明
ら
か
に
彼
が
か
つ
て
刺
史
を
つ
と
め
た
杭
州
と
蘇
州
と
に
絞
ら
れ
て
ゆ
く
。
今
こ
こ
に
そ
の
最
も
代
表
的
な
作
品
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
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次
の
三
首
連
作
の
詞
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

 
 

憶
江
南
詞
三
首
　
此
曲
亦
名
謝
秋
娘
毎
首
五
句
（
此
の
曲
亦
た
「
謝
秋
娘
」
と
名
づ
く
。
毎
首
は
五
句
）

江
南
好
　
風
景
舊
曾
諳
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
は
好
し
、
風
景
　
旧も
と

よ
り
曾か
つ

て
諳そ
ら

ん
ず
。

日
出
江
花
紅
勝
火
　
春
來
江
水
綠
如
藍
　
　
日
出
で
て
江
花
　
紅あ
か

き
こ
と
火
に
勝
り
、
春
来
の
江
水
　
緑
は
藍
の
如
し
。

能
不
憶
江
南
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能よ

く
江
南
を
憶お
も

は
ざ
ら
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」（
以
上
第
一
首
）

江
南
憶
　
最
憶
是
杭
州
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
憶
ほ
ゆ
、
最
も
憶
ふ
は
是
れ
杭
州
。

山
寺
月
中
尋
桂
子
　
郡
亭
枕
上
看
潮
頭
　
　
山
寺
に
て
は
　
月
中
に
桂
子
を
尋
ね
、
郡
亭
に
て
は
　
枕
上
に
潮
頭
を
看
る
。

何
日
更
重
遊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何い
づ

れ
の
日
に
か
　
更
に
重
ね
て
遊
ば
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
」（
以
上
第
二
首
）

江
南
憶
　
其
次
憶
呉
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
憶
ほ
ゆ
、
其
れ
次
に
は
呉
宮
（
＝
蘇
州
）
を
憶
ふ
。

呉
酒
一
杯
春
竹
葉
　
呉
娃
雙
舞
醉
芙
蓉
　
　
呉
酒
の
一
杯
は
　
春
竹
葉
、
呉
娃あ

の
双
舞
は
　
酔
芙
蓉
。

早
晩
復
相
逢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早い

晩つ

か
復
た
相
逢
は
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」（
以
上
第
三
首
）

 

︹『
白
氏
後
集
』
巻
六
十
七
、
作
品
番
号
三
三
六
六
～
六
八
、
開
成
三
年
（
八
三
八
）
の
作
︺

第
一
首
は
全
体
的
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
「
江
南
」
が
、
そ
し
て
第
二
首
は
そ
の
「
最
憶
」
の
地
杭
州
、
第
三
首
は
次
な
る
蘇
州
が
唱

い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
江
南
」
と
は
、
単
な
る
地
図
上
の
一
点
を
指
す
だ
け
の
無
機
質
な
地
名
で
は
な
く
、
そ
の
地
特
有

の
文
化
（
音
楽
、
舞
踊
、
飲
食
な
ど
）
を
喚
起
さ
せ
る
奥
深
い
味
わ
い
を
も
つ
呼
称
で
あ
る（
６
（。
白
楽
天
に
と
っ
て
の
「
江
南
」
も
、
こ

の
六
十
七
歳
の
曲
子
詞
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
た
お
や
か
な
楽
曲
と
甘
美
な
思
い
出
と
に
包
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
「
詩

的
舞
台
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
７
（。
従
っ
て
、
こ
の
遇
楽
叟
詩
の
繋
年
考
証
も
、
あ
る
一
城
市
に
限
定
す
る
の
で
は

な
く
、
杭
州
・
蘇
州
一
帯
を
イ
メ
ー
ジ

0

0

0

0

し
て
作
ら
れ
た
、
と
で
も
言
う
べ
き
、
あ
い
ま
い
な
考
え
方
こ
そ
が
、
最
も
妥
当
な
基
本
的
解

釈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
８
（。
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三　

遇
楽
叟
詩
的
主
題
是
什
么
？

で
は
、
白
楽
天
の
こ
の
詩
は
い
っ
た
い
何
を
詠
じ
た
作
品
な
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
偶
然
の
出
会
い
に
非
ず
（
従
っ
て
天
宝
楽
叟
は

実
在
し
な
い
）
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
創
作
意
図
に
つ
い
て
も
更
に
も
う
少
し
追
究
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
文
中
に
こ
の
問
題
を
解
く
関
鍵
詞
を
求
め
る
な
ら
は
、
そ
れ
は
皇
帝
の
崩
御
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
第
十
八
句
「
鼎
湖
に
龍
去
り
て
軒
轅
に
哭
す
」
は
、『
史
記
』
巻
二
十
八
の
封
禅
書
な
ど
に
見
え
る
黄
帝
崩
御
昇
天
の
伝
説
に
ま
つ
わ

る
表
現
で
あ
る
。
ま
た
最
終
句
の
「
毎
年
の
寒
食
に
一
た
び
門
を
開
く
」
も
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
れ
ば
驪
山
山
頂
に
祀
ら
れ
る
老
子
庿

へ
の
宮
使
奉
幣
の
た
め
で
あ
る（
９
（。
こ
の
詩
に
お
い
て
、
何
故
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
帝
王
と
そ
の
死
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

私
は
こ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
遇
楽
叟
詩
の
創
作
意
図
に
繋
が
る
も
の
だ
と
考
え
た
い
。

天
宝
の
皇
帝
玄
宗
李
隆
基
の
崩
御
は
上
元
三
年
四
月
五
日
甲
寅
（
陽
暦
七
六
二
年
五
月
三
日
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
楽
天
と
皇
帝

の
死
、
そ
し
て
華
清
宮
と
を
結
ぶ
に
お
い
て
、
更
に
あ
と
二
人
の
皇
帝
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
玄
宗
の
五
代
孫
に
当
た
る
憲
宗
李
純
と
、

更
に
そ
の
子
穆
宗
李
恆
で
あ
る
。

憲
宗
の
崩
御
は
元
和
十
五
年
正
月
二
十
七
日
庚
子
（
陽
暦
八
二
〇
年
二
月
十
四
日
）。
穆
宗
は
長
慶
四
年
正
月
二
十
二
日
壬
申
（
陽
暦

八
二
四
年
二
月
二
十
五
日
）
崩
御
。
い
ず
れ
も
白
楽
天
が
そ
の
在
位
中
に
一
時
側
近
の
一
人
と
し
て
仕
え
た
皇
帝
だ
っ
た
。

こ
の
二
帝
と
華
清
宮
と
に
は
、
と
も
に
浅
か
ら
ぬ
因
縁
が
あ
る
。

ま
ず
憲
宗
は
、
そ
の
在
位
中
、
み
ず
か
ら
率
先
し
て
財
政
再
建
に
努
め
、
そ
の
一
策
と
し
て
華
清
宮
へ
の
行
幸
を
停
止
し
た
こ
と
が
、

白
氏
の
新
楽
府
「
驪
宮
高
」（『
白
氏
文
集
』
巻
四
冒
頭
、
作
品
番
号
〇
一
四
五
）
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
賛
美
さ
れ
て
い
る
。『
旧
唐
書
』

巻
十
五
の
本
紀
等
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
金
丹
の
服
用
に
よ
っ
て
哀
れ
四
十
三
歳
で
「
暴
崩
」
し
た
（
一
説
に
内
官
の
弑
逆
説
あ
り
）

帝
王
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
英
明
に
し
て
決
断
力
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
そ
の
皇
太
子
穆
宗
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
白
楽
天
が
一
時
期
そ
の
教
育
係
（
太
子
左
賛
善
大
夫（

10
（

）
と
し
て
も
仕
え
た
こ

と
の
あ
る
彼
は
、
父
帝
の
突
然
の
死
に
よ
っ
て
数
え
二
十
六
歳
の
若
さ
で
即
位
し
た
。
し
か
し
『
旧
唐
書
』
巻
十
六
の
本
紀
を
は
じ
め
、

史
書
に
記
録
さ
れ
る
彼
の
行
動
（
特
に
観
劇
や
遊
幸
へ
の
嗜
好
）
は
、
皇
帝
と
し
て
些
か
無
節
操
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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紙
幅
の
都
合
で
詳
述
し
な
い
が
、
穆
宗
は
元
和
十
五
年
二
月
五
日
丁
丑
、
天
下
に
大
赦
令
を
発
布
し
た
そ
の
場
所
（
丹
鳳
門
）
で
俳
優

百
戯
を
陳
ね
て
楽
し
み
、
そ
の
十
日
後
に
も
左
神
策
軍
で
角す
も
う抵
と
雑
戯
鑑
賞
を
楽
ん
で
い
る（

11
（

。
ま
た
以
下
も
同
じ
く
『
旧
唐
書
』
本
紀

に
基
づ
く
が
、
元
和
十
五
年
六
月
二
十
三
日
癸
巳
（
興
慶
宮
で
大
合
宴
）、
七
月
十
四
日
甲
寅
（
永
安
殿
で
百
戯
）、
翌
十
五
日
乙
卯
（
安

国
寺
盂
蘭
盆
に
行
幸
）、
同
二
十
日
庚
申
（
夜
、
熒
惑
し
て
羽
林
に
入
る
）、
同
二
十
二
日
壬
戌
（
安
国
寺
等
八
寺
を
吐
蕃
の
使
者
と
観

覧
）、
同
二
十
六
日
丙
寅
（
永
安
殿
で
宴
楽
）、
八
月
二
十
三
日
壬
辰
（
魚
藻
池
行
幸
、
神
策
軍
二
千
人
で
浚
渫
）、
九
月
二
日
辛
丑
（
魚

藻
宮
で
競
渡
を
観
覧
）、
同
九
日
戊
申
（
重
陽
節
の
曲
宴
）
等
、
数
々
の
大
規
模
な
遊
宴
を
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
特
筆
す

べ
き
な
の
が
同
年
十
一
月
二
十
日
戊
午
、
突
如
翌
日
の
華
清
宮
行
幸
を
宣
言
し
、
御
史
大
夫
の
李
絳
や
左
散
騎
常
侍
の
崔
元
略
ら
の
再

三
の
諫
言
を
振
り
切
っ
て
、
綸
言
の
通
り
翌
二
十
一
日
己
未
「
六
軍
の
諸
使
、
諸
王
、
駙
馬
千
餘
人
」
を
従
え
て
行
幸
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
（
晩
に
至
っ
て
還
御
）。
そ
の
後
、
穆
宗
は
給
事
中
の
丁
公
著
の
説
諭
（
長
慶
元
年
二
月
条
）
に
よ
っ
て
、
以
前
ほ
ど
の
享
楽
的

な
行
動
は
見
せ
な
く
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
再
び
長
慶
二
年
十
一
月
十
四
日
庚
午
、
皇
太
子
景
王
（
の
ち
の
敬
宗
）
に
禁
軍
五
百
騎
を

率
い
さ
せ
、
実
母
の
郭
皇
太
后
と
と
も
に
再
び
華
清
宮
に
行
幸
し
て
い
る
（
今
回
は
三
泊
四
日
の
日
程
）。
な
お
『
旧
唐
書
』
本
紀
の
記

述
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
そ
の
当
日
「
又
石
甕
寺

0

0

0

に
幸
す
」
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
白
詩
第
九
句
、
楽
叟
の
回
顧
す
る
中
に

「
金
鈿
照
耀
す
石
甕
寺
」
と
あ
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
白
楽
天
自
身
が
穆
宗
に
随
行
し
た
際
の
見
聞
に
基
づ
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
だ（

12
（

。

以
上
を
要
す
る
に
、
白
楽
天
の
「
江
南
遇
天
宝
楽
叟
」
詩
は
、
そ
の
最
も
可
能
性
が
高
い
製
作
時
期
と
し
て
、
穆
宗
の
崩
御
し
た
長

慶
四
年
（
八
二
四
）
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
恐
ら
く
そ
の
執
筆
地
は
洛
陽
。
そ
の
年
の
秋
、
杭
州
刺
史
か
ら
の
召

還
を
許
さ
れ
た
白
楽
天
で
あ
っ
た
が
、
何
故
か
洛
陽
の
自
邸
（
履
道
里
）
に
引
き
こ
も
っ
た
ま
ま
、
長
安
に
は
赴
こ
う
と
は
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
彼
に
対
し
て
異
例
の
抜
擢
（
中
書
舎
人
知
制
誥
）
と
突
然
の
左
降
（
杭
州
刺
史
）
と
を
命
じ
、
そ
し
て
父

帝
同
様
に
丹
薬
の
禍
に
よ
っ
て
短
命
の
う
ち
に
崩
御
さ
れ
た
若
い
皇
帝
穆
宗
へ
の
追
悼
を
込
め
た
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）  

花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
中
村
印
刷
、
一
九
六
〇
年
初
版
。
の
ち
朋
友
書
店
、
一
九
七
四
年
重
版
）
付
録
の
「
綜
合
作
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品
表
」
に
基
づ
く
白
居
易
の
作
品
番
号
。
本
稿
で
は
以
下
凡
て
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。
な
お
近
年
の
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書

局
、
二
〇
〇
六
年
）
お
よ
び
同
氏
『
白
居
易
文
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）
に
も
独
自
に
作
品
番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
る
が
、

規
準
が
異
な
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
詳
し
く
は
静
永
『
唐
詩
推
敲
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
所
収
「
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校

注
』
の
刊
行
を
賀
す
」
参
照
。

（
２
）  

白
居
易
の
江
州
司
馬
在
任
は
元
和
十
年
（
八
一
五
）
よ
り
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
ま
で
で
あ
る
。
遇
楽
叟
詩
の
場
合
、
そ
の
第
二
十

一
句
「
秋
風
の
江
上
に
浪
無
限
」
と
あ
る
の
が
、
こ
の
詩
の
〝
現
在
〟
の
情
景
を
詠
う
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
、
お
の
ず
か
ら
繋
年
範
囲
が

狭
ま
る
。
す
な
わ
ち
花
房
英
樹
『
白
居
易
研
究
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）
所
収
の
年
譜
考
証
お
よ
び
朱
金
城
『
白
居
易
年
譜
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
白
居
易
の
江
州
到
着
は
元
和
十
年
の
「
初
冬
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
転
出
は
元
和
十
四
年

の
「
春
」（
三
月
下
旬
に
は
す
で
に
転
任
先
の
忠
州
に
到
着
）
で
あ
る
た
め
に
こ
の
両
年
は
繋
年
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
３
）  

『
白
氏
文
集
』
の
元
来
の
形
態
と
思
わ
れ
る
「
前
集
後
集
」
型
式
（
那
波
本
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
）
を
想
定
す
れ
ば
、
前
集
で
あ
る
第
十

二
巻
に
収
め
ら
れ
る
作
品
は
す
べ
て
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
蘇
州
刺
史
時
代
の
白
居
易
の
作
品
は
含

ま
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
第
十
二
巻
に
は
「
真
娘
墓
」
詩
（
作
品
番
号
〇
五
九
五
）
や
「
簡
簡
吟
」（
作
品
番
号
〇
六
〇
四
）

な
ど
明
ら
か
に
蘇
州

0

0

で
の
作
品
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
が
真
に
長
慶
四
年
以
前
の
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
後
年
の
蘇
州
刺
史
時
代
の

作
の
混
入
か
は
、
い
ず
れ
と
も
断
言
で
き
な
い
。

（
４
）  

静
永
『
白
居
易
「
諷
諭
詩
」
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
付
録
「
忠
州
行
記
」、
ま
た
静
永
『
唐
詩
推
敲
』（
研
文
出
版
、
二

〇
一
二
年
）
所
収
「
白
居
易
の
忠
州
」
参
照
。
こ
の
地
が
「
江
南
」
に
は
含
ま
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
重
慶
に
隣
接
す

る
長
江
中
流
域
は
、
背
後
に
深
い
森
林
を
持
ち
、
か
つ
江
の
両
岸
が
急
峻
に
屹
立
し
て
い
る
た
め
に
、
日
照
の
関
係
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
て

の
城
市
が
江
の
北0

側
に
作
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）  

竹
村
則
行
先
生
の
論
文
「
白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
―
『
贈
康
叟
』
詩
を
め
く
っ
て
―
」（
九
州
大
学
文
学
部
『
文
学
研
究
』
第
八
十

四
輯
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。
ま
た
本
稿
に
お
い
て
は
更
に
ご
著
書
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
の
論

文
「
中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
」
等
も
参
照
。

（
６
）  

『
宋
書
』
巻
二
十
一
、
楽
志
三
に
採
録
さ
れ
る
「
楽
府
古
詞
・
相
和
歌
辞
」
に
、
ま
さ
し
く
「
江
南
」
と
題
さ
れ
た
有
名
な
曲
詞
が
あ
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る
。
曰
く
、「
江
南
可
採
蓮
、
蓮
葉
何
田
田
。
魚
戲
蓮
葉
間
、
魚
戲
蓮
葉
東
、
魚
戲
蓮
葉
西
、
魚
戲
蓮
葉
南
、
魚
戲
蓮
葉
北
」
と
。
江
南
の

イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
核
と
な
っ
た
楽
曲
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

（
７
）  
こ
の
考
え
方
は
、
実
は
そ
の
先
蹤
た
る
杜
甫
の
「
江
南

0

0

逢
李
亀
年
」
詩
に
も
当
て
は
ま
る
。
晩
年
の
杜
甫
が
湖
南
の
地
で
再
会
し
た
老

歌
手
に
対
し
、
特
に
「
江
南
」
の
二
字
を
冠
す
る
の
は
、
こ
の
場
所
に
宴
楽
の
発
源
地
た
る
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
地
理
的
に
見
て
こ
こ
は
「
江
南
」
と
は
言
い
難
い
。

（
８
）  

遇
楽
叟
詩
本
文
中
、「
江
南
」
の
地
を
最
も
リ
ア
ル
に
描
い
て
い
る
部
分
は
第
二
十
一
句
～
二
十
二
句
の
「
秋
風
江
上
に
浪
は
限
り
無

く
、
暮
雨
の
舟
中
に
酒
一
樽
」
で
あ
る
。
江
上
の
風
浪
や
舟
、
ま
た
美
酒
な
ど
も
江
南
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す
る
が
、
ま
た
「
暮
雨
」
の

二
字
に
も
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
。『
白
氏
後
集
』
巻
五
十
五
所
収
「
殷
協
律
に
寄
す
」
詩
（
作
品
番
号
二
五
六
五
）
最
終
聯
に
「
呉
娘
の

暮
雨

0

0

蕭
蕭
曲
、
江
南
に
別
れ
て
よ
り
更
に
聞
か
ず
」
と
あ
り
、
そ
の
句
に
対
す
る
白
氏
自
注
に
「
江
南
の
呉
二
娘
の
曲
詞
に
『
暮
雨

0

0

蕭
蕭

と
し
て
郎
は
帰
ら
ず
』
と
云
ふ
」
と
見
え
る
。「
暮
雨
」
は
、
当
時
の
宴
楽
な
ど
に
も
唱
わ
れ
、
ま
さ
に
「
江
南
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す

る
情
景
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
９
）  

寒
食
節
の
墓
参
の
風
習
は
、
玄
宗
に
よ
っ
て
定
着
し
た
。『
旧
唐
書
』
巻
八
、
玄
宗
本
紀
上
、
開
元
二
十
年
（
七
三
二
）
の
条
に
「
五
月

癸
卯
（
一
日
）
寒
食
に
墓
に
上
る
を
、
宜
し
く
五
礼
に
編
入
し
、
永
く
恒
式
と
為
す
べ
し
。」
と
あ
る
。
下
っ
て
白
楽
天
の
頃
に
は
「
寒
食

野
望
吟
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
、
作
品
番
号
〇
六
〇
一
）
な
ど
の
よ
う
に
士
大
夫
層
に
も
寒
食
掃
墓
は
一
般
化
し
た
。

（
10
）  

白
楽
天
は
元
和
九
年
（
八
一
四
）
冬
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
間
、
太
子
左
賛
善
大
夫
と
し
て
皇
太
子
李
恆
（
の
ち
の
穆
宗
）
に
仕
え
て

い
る
。
時
に
李
恆
は
数
え
二
〇
歳
。
も
し
か
す
る
と
最
も
難
し
い
「
成
長
期
の
後
半
」
の
出
会
い
で
あ
っ
た
か
。

（
11
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
一
の
同
年
同
月
条
に
は
、
衡
山
人
（
衡
山
の
道
士
か
？
）
の
趙
知
微
な
る
者
が
皇
帝
の
「
遊
畋
無
節
」
を
上
疏
し

て
諫
め
た
と
い
う
。
穆
宗
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
ま
た
趙
知
微
を
罰
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
と
い
う
。

（
12
）  

た
だ
し
、
白
楽
天
が
左
遷
地
よ
り
穆
宗
朝
に
召
し
還
さ
れ
、
そ
の
高
官
（
中
書
舎
人
知
制
誥
に
ま
で
至
る
）
で
あ
っ
た
の
は
、
史
書
の

記
録
で
は
元
和
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
丙
申
か
ら
長
慶
二
年
七
月
十
四
日
壬
寅
ま
で
で
あ
っ
て
、『
旧
唐
書
』
穆
宗
本
紀
が
記
す
二
度
の

華
清
宮
行
幸
と
は
合
わ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
史
料
の
考
証
が
必
要
で
あ
る
。


